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【附属機関名称】会議概要 

会議名 令和６年度 第２回足立区地域包括支援センター運営協議部会 

事務局 福祉部高齢者施策推進室高齢者地域包括ケア推進課 

開催年月日 令和７年 ２月２８日（金） 

開 催 時 間 午前１０時００分 ～ 正午 

開 催 場 所 足立区役所 中央館 特別会議室 

出 席 者 

大口 達也 部会長 山下 俊樹 副部会長 鈴木 康大 委員 

和田 庸右 委員 白井 良一 委員 鈴木 由美子 委員 

内藤 久子 委員 結城 宣博 委員  

   

欠 席 者 

花田 豊實 委員 中村 輝夫 委員  

   

   

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 

・ 足立区地域包括支援センター運営協議部会資料 

 

そ の 他 
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○畠山 ただいまから、令和６年度第２

回足立区地域包括ケアシステム推進会議

地域包括支援センター運営協議部会を開

催いたします。 

 本日はお忙しい中、ご出席いただきま

して誠にありがとうございます。 

 私は、本日司会を担当いたします、高

齢者地域包括ケア推進課の畠山と申しま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日、傍聴の方が数名いらっしゃいま

すが、皆様にお願いがございます。会場

内での写真撮影、動画撮影、携帯電話の

ご使用はお控えいただければと思いま

す。ご理解とご協力のほどよろしくお願

い申し上げます。 

 続きまして、本日の資料の確認をさせ

ていただきます。 

 まず１つ目、「会議次第」です。「会

議次第」につきましては、資料の一部に

修正がございましたので、恐れ入ります

が本日机上にて配付をさせていただいて

おります。 

 資料２つ目、「地域包括支援センター

運営協議部会協議報告資料」です。こち

らは、Ａ４で左側をホッチキスで２か所

留めているものになります。 

 続きまして、別紙１「足立区地域包括

支援センターの業務委託評価結果」で

す。こちらも先に通知で御連絡のとおり

でございますけれども、本日、机上にて

配付をさせていただいております。ま

た、各ホウカツに通知していない内容で

ございまして、慎重を期すべき資料であ

りますので、大変恐れいりますが、別紙

１は本部会終了後、回収させていただき

ます。 

 続きまして、資料４つ目、別紙２ 

「令和７年度地域包括支援センターの運

営方針（案）」です。こちらはＡ４の縦

で、左上１か所をホッチキスで留めてい

る資料になります。 

 続きまして資料５つ目、別紙３「地域

包括支援センター毎の高齢者人口の推移

と区域変更（案）」です。こちらはＡ４

横で１枚、片面で印刷している資料にな

ります。 

 続きまして、６つ目の資料、別紙４

「あだちオレンジチェック（認知症検

診）スキーム」です。こちらはＡ３横の

カラー刷りのものになります。 

 続きまして、資料７つ目、別紙５「地

域包括支援センターへ参加支援を委託し

ている介護予防事業」です。こちらはＡ

４横で片面の印刷になります。 

 資料８つ目、参考資料です。「あだち

脳活ラボのリーフレット」ということ

で、本資料につきましては、机上にて配

付をさせていただいております。 

 資料は以上となりますが、不足等がご

ざいましたら挙手などでお知らせいただ

ければと思います。皆様、よろしいでし

ょうか。ありがとうございます。 

 本日の会議につきましては、足立区地

域包括ケアシステム推進会議地域包括支

援センター運営協議部会設置要綱第８条

に基づきまして、委員の皆様の過半数が

出席しておりますので、成立いたします

ことをここに報告させていただきます。 

 また、複数の案件がございますので、

スムーズな会議進行にご協力いただきま

すよう、よろしくお願いいたします。 

 そのほか、本日の議事録につきまして

は公開することとなっております。つき

ましては、議事録作成のため、本日の会

議は録音させていただきます。あらかじ

めご了承ください。 
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 このほか、ご発言の際ですが、お手数

ですが、挙手にて合図をお願いいたしま

す。あわせて、ご発言の前にご自身のお

名前もお話しくださいますようお願いい

たします。 

 また、机上にマイク機器、グレーの画

面のものがございます。ご発言の際は、

機器の真ん中あたりにあります楕円形の

ボタンを一度押していただきまして、緑

色に光ったことを確認した上でご発言を

お願いできればと思います。 

 発言が終わった後は、もう一度ボタン

を押していただければ緑色に光った部分

が消えます。 

 それでは、開会にあたりまして、大口

部会長からご挨拶を頂きたいと思いま

す。 

 大口部会長、よろしくお願いいたしま

す。 

○大口部会長 皆様、おはようございま

す。第２回ということで、年２回の地域

包括支援センター運営協議部会というこ

とになります。 

 ３月１３日に地域包括ケアシステム推

進会議もございます。私たちの地域包括

支援センター運営協議部会はこの推進会

議と連動しながら実施していくものであ

り、皆さんで議論していただいたことや

本日の資料についても、推進会議の中で

取扱われるものになると思います。 

 推進会議の場では、様々な委員の方が

いますが、協議しづらい点、細かい点が

あるかもしれません。私たちの部会の中

でいろいろなものを見て、お気づきの点

を議論できればと思っていますので、年

２回という回数が少ない会議ではありま

すが、しっかり会議体の連動ということ

を意識しながらつなげていければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 私からは以上になります。 

○畠山 ありがとうございました。 

 それでは議事に入らせていただきま

す。 

 これからの議事進行につきましては、

大口部会長、よろしくお願いいたしま

す。 

○大口部会長 承知しました。 

 では、会議次第を皆さん御覧くださ

い。 

 協議事項が２つあります。２点につい

て事務局より説明をお願いします。 

○坪井係長 おはようございます。それ

では、地域包括支援センター係の坪井か

ら説明いたします。 

 資料の１ページを御覧ください。こち

らの項番１（１）です。「実施方法」で

ございます。業務委託評価は、４つの視

点で実施をしております。まず「自己評

価」でございますが、こちらの評価はホ

ウカツの職員で、方法は区が配付した

「業務内容に関する調査シート」で実施

しました。 

 次に、「委員評価」でございます。こ

ちらの評価は大口部会長以下５名と区の

管理職４名で、方法はセンター長とヒア

リングで実施をしました。 

 最後に「履行評価」と「取組評価」で

ございます。こちらの評価は区職員で、

方法はホウカツの月報等の実績に基づい

て実施をしました。 

○大口部会長 今の資料は、事前配付さ

れているこちらの資料ですね。 

○坪井係長 はい。 

 続きまして、（２）「評価結果」でご

ざいます。今年度は評価が８割以上で良
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好だったホウカツが２４か所でございま

した。千住本町は、令和６年８月から運

営委託法人が代わりましたので、結果か

らは除外しております。 

 例えば評価の点数が平均よりも２.５

点低かった４か所のホウカツが実はあっ

たのですけれども、６月に個別の出張研

修を行いまして、改善をした結果、対前

年度で平均３.４８点上がっておりま

す。 

 また、ホウカツごとの結果については

別紙１、今日机上配付したほうを御覧く

ださい。Ａ４です。 

 １ページをめくっていただくと、今回

の評価結果がございます。良好のところ

が２４か所ありまして、４番に評価委員

さんの講評も記載しております。 

 ２ページから８ページまでは、業務委

託評価の根拠や経緯等でございます。 

 その後のページから各ホウカツの評価

結果がございます。レーダーチャートが

ございますが、こちらは全部で１０つの

事業を１０点で表示しております。少し

見にくいですが、灰色の点線が平均点で

ございまして、黒色の実線がホウカツの

評価でございます。中央の灰色のところ

が不良の点数を表示しておりまして、そ

こにかかっていないということで、全て

良好ということが分かると思います。 

 それと、評価委員の講評に関しまして

はレーダーチャートの下に記載をしてお

ります。それと右のほうです。前年度と

対比できるように、令和５年度と６年度

の両方の点数を記載しております。一番

右の列で三角で表示されているものが前

年度と比較して下がっている項目となっ

ておりますので、参考にしてください。 

 続きまして、元の資料に戻ります。協

議・報告資料です。１ページです。 

 （３）「公表方法」です。こちらは、

３月１３日に開催します地域包括ケアシ

ステム推進会議で報告をいたします。そ

の後、３月中旬以降に各ホウカツへ個別

に通知及びヒアリングをしまして、４月

の厚生委員会後に足立区のホームページ

に掲載をする予定でございます。 

 項番２、最後になりますが、来年度の

業務委託評価も今年度と同様の方法で実

施したいと思っておりますので、こちら

について協議をよろしくお願いいたしま

す。 

 以上でございます。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 今年度は全てが「良好」という結果で

ありまして、千住本町のホウカツについ

ては、令和６年８月から法人が変更とな

ったため、除いているということであり

つつの結果でございました。 

 この評価にあたっては、本当にこちら

の委員の皆様にもご協力を頂いて実施し

ているところであります。今年度から初

めてという方もいれば、前から関わって

いる方もいらっしゃると思うので、ぜ

ひ、今回委員評価に関わった委員に一

言、感想とかをお伺いできればと思うの

です。鈴木委員、最初に申し訳ないので

すけれども、感想を頂けますでしょう

か。 

○鈴木委員 今年、２年目の鈴木由美子

と申します。 

 何も分からなく始めて、そして今回が

２回目だったのですが、ホウカツさんが

結構いろいろな場面で対応して、仕事が

多いなというのを感じました。直接、住

民の私たちと関わっている、高齢者の方

に寄り添ってくださっている以外にも、
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やらなければならないことが結構多いと

いうのが分かって、職員の体制が厳しい

ところもあるということで、その職員さ

んの負担は減らして運営していただきた

いなと思いました。 

 以上です。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

内藤委員、いかがでしたでしょうか。 

○内藤委員 私は今年初めて参加させて

いただいたのですけれども、専門用語と

か、そういう言葉が理解できないので

す。評価は頑張ったつもりです。しか

し、あまりいい加減につけてしまって、

誤解したままというのは困ると思いまし

て、慎重に評価をしました。私も鈴木さ

んと同じで、仕事の幅が広いなと思いま

した。どこまでも全部が関わってきてい

るのじゃないかなという印象を受けて、

大変だなという感想です。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 初年度ということで、なかなか難しい

中、ありがとうございました。 

 私と同じように結構多くのホウカツに

も入っていただいた結城委員いかがでし

たでしょうか。いろいろな立場からのご

発言、お願いします。 

○結城委員 結城です。ありがとうござ

います。 

 私、何年目か分からないのですけれど

も、たくさんの評価させていただきまし

て、まず感想は、ホウカツはよく頑張っ

ているなという印象をすごく持ちまし

た。今回、評価の点数も皆さん９０点を

超えているようなところが多くて、非常

に努力、改善をされているなという印象

を持ちました。 

 一方、お話を聞いていたところで言う

と、今２人の委員が言ったように、本当

に業務が幅広くなり過ぎていて、ホウカ

ツの職員の業務の多さが大変だろうなと

いう印象を持ち、なおかつちょっと疲れ

が出ているのかなということを感じまし

た。 

 全てのホウカツに共通でお話を聞いた

のは、ホウカツへの法人からの異動の希

望みたいなのはいかがですかということ

で、幾つかのホウカツで、ホウカツの業

務って結構大変そうだとか、質が高そう

だということで、希望される方が少なく

なってきたかもという話がありました。

あるセンター長からは、１０年前は結構

花形と言いますか、「人気のあるホウカ

ツへぜひ行ってみたい」という声が多か

ったのだけれども、最近、その辺が少し

減ってきたのかもしないというのが印象

的でした。少し業務が多過ぎて余裕がな

いのかなと思いましたので、全ての委託

項目で１００点満点を目指すというよ

り、もう少しホウカツ毎で特色をつけた

りとか、地域によって段階みたいなもの

だったり、今回はここを強くしますよと

いったような、濃淡が必要なのかなと思

いました。 

 以上です。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 様々な形でいろいろ話をしてくださる

方がホウカツで多かったと思います。 

 今の話だけでも、幅広い業務、そこを

全部に重ねていくかという話とかという

ことも含めて、短い時間ではありました

けれども、私たちから一人ずつ評価とい

うことで、評価の難しさもありながらも

点数をつけながらというところの部分だ

ったと思います。 

 資料を御覧になっていうところの部分

と、話を聞いてというところの中で、資
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料も今日いきなり見たという中で難しい

部分もあったかもしれませんが、関係す

る委員の皆様のお立場からのホウカツの

評価という部分について、数字の部分だ

ったり、見え方だったりとかいろいろな

ところがあるかもしれませんが、前回、

第１回からしばらく時間が経っておりま

すので、その間のことも含めて、ご意見

を頂ければなと思いますが、和田委員、

いかがですか。 

○和田委員 地元のホウカツの行事にで

きるだけ参加するようにしています。 

 見ていてものすごく動いていて、これ

見たら、日の出のホウカツって規模的に

すごく小さいというのを改めて知りまし

た。やっていることはすごく、１日ずっ

と動いているなと感じるので、１日２日

の調査でははっきり言って分からないの

かなと思いました。後にも出てくると思

うのですけれども、合併とかという案が

出ているらしいので、「え、そうなの」

とも感じます。なくなるとどうなるのだ

ろうとか、ちょっと心配なところがあり

ます。そんな感じです。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 白井委員、いかがでしょうか。 

○白井委員 白井です。 

 私は介護支援専門員の観点から、ホウ

カツさんと委託経営事業所として、今、

４から５事業所を結ばせていただいてお

ります。各ホウカツさんにもすごく色が

あるかなというところと、私自身も連絡

会や地域ケア会議等々参加させていただ

いての印象としては、内容に関してはど

のホウカツさんもそれほど差はないかな

というところと、目指す地域像というと

ころにおいては恐らく課題がそれぞれ異

なる部分があるので、その点において

は、もう少し内容の精査という部分に関

しては、例えば去年とまた同じことを何

回もやっているような印象を持ちました

し、その先の発見というところにおいて

は、来年度、またホウカツさんによって

はいろいろ企画をしてくるものかなと思

うのですが、もう一つの視点としては、

医療・介護の連携という部分において、

介護支援専門員としては、ホウカツさん

が中心となる反面、それをどう地域とし

て回していくかというところ、こちらが

すごく気になった点でございました。 

 以上でございます。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 鈴木委員。 

○鈴木委員 薬剤師会の鈴木です。 

 今日のお話で、私の家は一ツ家の地域

なのですけれども、自分のところの管轄

しか濃厚な接点はないのですけれども、

少なくとも一ツ家さんのところもやはり

大変そうで、私も和田委員と同じ感じ

で、積極的に顔を出すようにしているの

です。人が増えたのだなと思うのですけ

れども、人は増えていても業務が楽にな

っているようには全然見えないというの

はあるのです。 

 今日の資料に目を通しまして、私、薬

剤師会の立場なので、薬局薬剤師なわけ

ですけれども、ところどころどこのホウ

カツさんは薬局と連携とりましょうとい

うのがやはり何か所か書いてあるので

す。ただ、我々がＰＲ不足というのもあ

るのですけれども、どこの地域ホウカツ

さんもどう頼ったらいいのか分からない

みたいなのが多分あると思うのです。 

 なので、ぜひこういう評価をさせると

きに薬剤師会としても地域の方々に講習

会とか、医療と介護のかけ橋として我々
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薬剤師会も頑張っていますので、例えば

講師依頼とか、そういうのを薬剤師会に

ぜひ上げていただいて、そうすると少な

くとも例えば講師をやるときには、定例

で何回かあると思うのですけれども、そ

ういうときで、１回だけの講師だと我々

が手を挙げることができると思うので、

そうすると地域ホウカツさんの業務もち

ょっとは、講師を立てるのも大変という

ところに関しては我々も協力できる。直

接的な業務を手伝うことはもちろんでき

ないのですけれども、間接的にご協力は

もちろんできますので、ぜひそういう形

で、どこに頼ったらいいのか分からな

い、でも薬の話とかしてほしいというと

きには、ぜひ薬剤師会に一報、事務所が

ありますので、言ってもらうとできるよ

うになっているのです。 

 なので、ぜひぜひそういう方法で相談

していただければと思いますので、よろ

しくお願いします。 

 以上です。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 それぞれの団体の皆様が応援してくだ

さることはすごく重要で、今日、ご欠席

ではありますけれども、中村委員も以前

老人クラブをという話で、それぞれの団

体の皆様の協力があってホウカツが動い

ているということもあるのだなという中

で、今のお話はすごくありがたいなと思

います。 

 山下委員、いかがですか。 

○山下委員 医師会の山下です。皆さ

ん、ご苦労様です。評価も非常にご苦労

様でした。 

 全体的に見ると平均で９２点、低くて

も８６点ですから、非常にみんな質が高

い運用をしてくれていると思って感謝し

ております。 

 その上で、結城委員がおっしゃったよ

うに、行政も高齢者関係の新しいプロジ

ェクトの施策があるとまずはホウカツに

聞いてと、ホウカツのやらなくてはいけ

ない仕事がどんどん増えてきて、そのホ

ウカツごとで特色を持ってやりたい、自

分たちのところではこういう人が多いか

らこういうふうにやりたいというよう

な、そういったことをする余裕がなかな

かなくなってきていると思っています。

そこは改善もなかなか難しいかもしれま

せんけれども、常に意識してやるといい

かなと思います。 

 あともう一点、あえて言わせてもらう

のですけれども、千住本町は今回経営母

体が代わったから評価を外したというこ

とですが、もちろんこの評価は同じよう

にするわけにはいかないので入れる必要

はないと思いますが、あまり引継ぎやら

なんやらがうまく行ったとも思えない

と。 

 ですから、これはこれで、今後もホウ

カツを基本的に民間委託する上では、そ

の経営母体の廃業とか変化、それに伴う

リスクは常につきまとうので、今回のこ

とを反省点としてそれなりに別に総括し

て、今後、こういうことが起こった場合

にはどのように対応するかという準備は

しておくべきではないかなと感じており

ます。 

 以上です。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 事務局から今のことに関して何かあり

ますか、補足的なこととか。 

○坪井係長 地域包括支援センター係の

坪井から幾つか回答します。 

 まず千住本町の評価に関しましては、
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実際評価はしております。ただ結果から

省いたということでございまして、外し

た理由としては、項目が全ホウカツ共通

なものでございまして、４月から７月の

法人が別法人だったということもあった

ので外しております。 

 結果に関しては、お待ちください。 

○山下委員 それはここで言う必要はな

いと思います。ただ、これを同じように

評価すると言っているのではなくて、引

継ぎの件とか、今後同じようなことがあ

ったらどうしたらいいかということを目

的とした総括をするべきではないかと申

したまでです。 

○坪井係長 分かりました。ありがとう

ございます。 

○半貫室長 今、山下委員からお話があ

りましたが、確かに今回、別に設けるべ

きところもあったかなということであっ

たのですけれども、時間的なものという

ところで適切な評価の仕方というのがで

きなかったというところは反省しており

ます。 

 今後またこういったことが起こり得な

いということは言い切れませんので、そ

ういったことは区としても準備しておく

必要があるということで、今後はきちん

と評価基準も含めて考えていきたいと考

えております。 

 ありがとうございます。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 そうですね。２５というたくさんのホ

ウカツが足立区にはあるので、今後のこ

とを見据えつつ、評価というか、先ほど

の話で、ホウカツの運営対策は安定して

いく上ですごく重要な部分というところ

を見逃さないようにしていくということ

で、今のお話はしっかりと、運協の中で

話し合いとしてあったということも含め

て残しつつ、そういったことに備えてい

くということも大事だということを踏ま

えて進めていくことができればなと思い

ます。ありがとうございます。 

 こちらの評価の結果、最初のページ、

１ページところにあるように、恐らく推

進会議においては、委員の先生も言われ

たように９２点ぐらい、前年度から２％

ぐらい上がっている話が出てきたりして

います。これが来年になるとどうなるの

か、再来年になるとどうなるのかという

話で、経過を追いながら、実質的な部分

では、それぞれのホウカツのところでの

紆余曲折や状況によって点数の揺れとい

うのはあったりするわけですけれども、

足立区全体としてこれを徐々に高めてい

くという部分については、私たち運協と

しても、ホウカツだけではなくて、区に

ついても、周りの関係者の皆様も含め

て、協力してサポートしながらやってい

くということが１点大事なことなのかな

というふうに思いました。 

 その中で、私も今日、皆様にお伺いし

たいと思うのは、今回、評価指標、いろ

いろな質問をしていく中で、毎年、例え

ば保健センターとどう連携していますか

という質問事項とかもあったりするので

すけれども、質問事項は大体同じような

ものだったりするのですけれども、次年

度に向けて、今のホウカツだからこそこ

ういった要素とかも、質問の中に入れる

というよりかは、触れたほうがいいのじ

ゃないかみたいなことでお気づきの点が

あれば、今、ここは第２回ということも

あるので、次年度やっていく上で、そう

いった話の内容も話題に私たちが取り上

げることができたりするのではないかと
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思うのです。 

 私、１点、結城委員に確認をしてみた

いなという案が、今回の話を聞く中で、

私も半分ではあったのですけれども、ホ

ウカツの業務はすごくたくさんあったり

するというところで、連携をしていかな

いとなかなか業務は難しかったりして、

医療・介護連携とかいろいろな連携があ

る中で、時折、重層的支援対策事業の話

とかも、連携していますというホウカツ

さんもあれば、まだまだこれからですと

いうところもあったりして、区自体の方

向性もあるかもしれないですけれども、

基幹地域包括支援センターとか、全体の

立場から、ある意味これがホウカツと一

緒に連携していくような、重層の動きと

かというのはどういうことなのかなとい

うことも含めて、お聞かせ願えればと思

います。 

○結城委員 ありがとうございます。結

城です。 

 今、大口先生から重層的体制整備事業

ですが、今年４月から開始され、８０５

０問題ですとか、引きこもりの支援です

とか、かなりこんがらがった事案が相談

に上がっています。各拠点と連携をしな

がらやらないとうまく行かないのではな

いかということで、支援会議というもの

が、月一度実施されています。会議参加

者は衛生部ですとか福祉部ですとか、た

くさんの部署が集まって、どうやってや

ったら解決するかと手探りでやっていま

す。 

 その中の事案の中でホウカツと絡んで

いる事案が半分ぐらいはあるのではない

かなと印象で、大分ホウカツからの連携

というのが出てきています。 

 ただ、ホウカツにはこれからもっと詰

まったものや困った相談が上がっていま

す。これをどんどん福祉まるごとに相談

できるのか、それともダイレクトじゃな

く１回、基幹だったり高齢者地域包括ケ

ア推進課さんを挟んだりということの相

談する仕組みの再構築が必要なのかとい

う印象を持ちました。 

 ただ、だいぶ進んできているという印

象を持っているところです。 

○大口部会長 庁内連携とか、いろいろ

なところが連携の部分で関わってくると

ころで、生活課としてもこれからどうし

ていくかということもあるかとは思うの

ですが、ホウカツとしてどうだと先々見

たときに、私たち足立区もいろいろな事

業をやっていますよね。認知症にしろ、

実態把握にしろ、様々な事業を行ってい

たりするのはあるので、そんなところの

要素とかも時代の状況に合わせて少し確

認していくということもあってもいいの

かなと考えています。 

 ほかにも資料として世に出たりするの

で、実際、皆さんから見て、この部分は

どうかなとお気づきの点とかがございま

したら、時間とってもいいかなと思うの

で、ご意見があればお聞きしたいので

す。 

 見ていただいている間に、私も１点だ

け。もしかしたら昨年度もお話が出たか

もしれないですけれども、グラフ、皆様

いかがですか。こちらは出てくることだ

と思うのですけれども、数字、文字の大

きさがもう少し大きくてもいいのかなみ

たいなことでもいいと思うのですが、私

たちの確認します資料なので、実際の右

側の数字と左側のグラフ、こちらは技術

的な問題があるかもしれませんが、もう

少し大きめに表示をしていただけると、
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数字に着目するだけではなくて、左下の

コメントのところとかも着目する点かも

しれませんが、ちょっと大きくていいの

かなみたいな。こういうところが私たち

見ていく１つのポイントかなと思って見

てみました。 

○半貫室長 大変申し訳ありません。ち

ょっと小さ過ぎますので、修正いたしま

す。 

○大口部会長 今日、この場ということ

に限らず、お気づきのところとかあれば

というところで。多分、様々な方が推進

会議でも見ていらっしゃるので、いろい

ろあるとは思うのですが、いかがでしょ

うか。 

○結城委員 結城のほうから。 

 グラフというよりは、評価のところで

少し思ったところなのですけれども、計

画表と評価表を、ホウカツで年度始めと

年度終わりのところで作成をしていま

す。結構分厚い資料になっていて、我々

評価委員も事前に送ってもらっていたの

ですけれども、目を通すのも正直なかな

か大変だなという印象があります。 

 区の方が事前に目を通していただいて

いるので、非常に分かりやすかったので

すけれども、現場感からいけば、あれを

つくっていく作業がすごく時間が入って

いるのじゃないかなと思っています。そ

れがいい面もあると思うのですけれど

も、そちらにどうしても手を取られてし

まっている。私ども、職員も現場に強い

職員を置きたいので、机にいるよりはむ

しろ外に出てほしいところなのだけれど

も、あれをつくるのにどうしても労力が

掛かってしまっている。正直、月報報告

書とかが、評価に反映されてしまうとや

はり力を入れざるを得ないところがあり

ます。何がいいか、正直私どもも分から

ないですけれども、現場の声を聞いてい

ただいて、何かもう少し簡素的なもの

で、なお区の評価と連動できるような仕

組みみたいなものを、この委員会だけで

なくなるべくホウカツの声を聞きつつ、

または、行政がこうふうに評価をしたい

のだというところの擦り合わせをしなが

ら、うまく合致点が取れるといいなと思

いました。 

 以上です。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 どうですか、皆様。 

○和田委員 和田です。 

 評価内容の細かいことは知らないの

で、どういうことをやって判断している

のかというのは、そこまでは分からな

い。たくさんの評価があるのですか。 

○大口部会長 恐らく、履行評価と取組

評価というところのたくさんあるものも

あります。委員評価におきましても、実

際に２ページのこのくらいのを聞いてい

く内容というのもあったりというところ

です。 

○和田委員 その内容が分からないの

で、あまり何とも言えないかなというの

が正直なところです。 

○大口部会長 私たちも評価内容を変え

るかということは、自分ごととしても、

一部講評にしたり、その辺も使い分けて

やっていらっしゃるところがあるのです

よね。 

○坪井係長 はい、そうですね。履行評

価はセンター長に開示はしています。皆

さん、資料集に書いてあるものをきちん

と履行できたかというもので評価はして

います。 

 それともう一個、履行評価とは別に取
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組評価につきましては、全部で２３５項

目を評価しております。取組評価に関し

ましては、８係３２名、それぞれ事業担

当が評価をしておりまして、実際、報告

書の内容とかを見て評価をしておりま

す。なので、実際、回数じゃなくて内容

を見て評価をしているというのが１点で

す。 

 委員評価につきましては、１０事業あ

りますが、各事業３項目ずつ、計３０項

目で評価をしております。 

 実際、主観ではなくて客観的に評価で

きるように数値化しておりますので、そ

の辺は公平かと思っております。 

 目に見えないところも実際あったとは

思うのですけれども、そこは評価ができ

ない部分もありますので、そこは今後も

検討はしてまいります。 

 以上でございます。 

○大口部会長 それを私たち委員が、ど

んな全体像でどんな状況だったかという

のも分かるような形で持っておける、知

っておけることが、大事だということで

すかね。 

 和田委員。 

○和田委員 実際に先生たちと立会とい

う機会がないので、どういうことを聞か

れたり調査されているかというところが

分からないので、実際に調べたやつでは

なくて、こういうことをこういう項目で

調べていますよというものをこういう形

で見せてもらえれば、ある程度は把握で

きるのかな。分からないとは思うのです

けれども。 

 だから、それに関しては、ここを変え

てほしいというのは全く言えない。た

だ、実際こういうことで調べていますよ

と、具体例ではないけれども、調べてい

るもとになるものを一度見せてもらえれ

ばちょっと分かるのかなと思います。 

○坪井係長 はい。次回、資料として提

出しますと公表されてしまうので、この

場で出して回収ということであれば、可

能は可能です。 

○大口部会長 そうですね。よく考えた

ら大変申し訳ございませんでした。確か

に、実際の委員評価で関わってくださる

委員の方と、この協議部会で委員として

関わっていただいている皆さんの持って

いる情報の部分が大体同じような形にな

って議論ができるのが一番ベストだとは

思ったりするので、次年度以降改善しな

がらやっていけるといいかなと思いま

す。 

 ありがとうございます。 

 そういったことも含めて、何か考えが

ありましたら。 

○山下委員 医師会の山下です。 

 配られた資料、別紙１の資料の６ペー

ジから７ページにかけて、この評価の方

法の変遷が記載されていますけれども、

２０２０年にこの客観的評価ができるよ

うな仕組みがつくられたと思えるのです

が、そうすると、これは全国一律の評価

方法ということなのですよね。 

○坪井係長 はい。 

○山下委員 となると、東京都の平均が

どのくらいだとか、全国の平均はどのく

らいだとかというのも参考として載せて

くれると、足立区のホウカツの力がより

分かりやすいのではないかなと思うので

す。前年度の結果でいいと思います。 

○坪井係長 実は、各自治体で評価方法

に差がありまして比較は難しいのですけ

れども、参考値としてはあります。 

○山下委員 じゃ比べられないですね。 
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○坪井係長 そうですね。 

○大口部会長 そうですね。国の評価の

策定とかに私も関わらせていただいたと

ころがあるのですけれども、一応、統一

的な評価指標はあったりして、また更新

されたりとかもあるのですけれども、デ

ータの範囲というのが、足立区のローカ

ルな事業とかも含めたりすると、幅が狭

かったり、一部分だけ高かったり低かっ

たりという形で、そういったところもあ

る。 

 それから、実際、そこを全く無視して

いるわけではなく、そこら辺も包含した

と言えばいいのですかね、足立区のほう

がいわば幅広いので、国の一律のものを

包含した形、中に組み込む形で流れの中

でやったりする部分があったりして。で

も先生のおっしゃるとおり、全体として

は、他の区のそういうところとかどうな

のかみたいなこととかが見えるようなも

のが業務セットであるとするならば、そ

こら辺も加味すると恐らく、１ページの

ところに書いてある全国的に見ても足立

区は標準レベルではなくて高水準の事業

ができている。私もすごくそう思うので

すけれども、そこら辺も補強するような

材料になるのかなと私も思いました。 

○山下委員 ありがとうございます。 

○大口部会長 あとは、皆さんの必要性

があるかどうかなのですけれども、先ほ

ど坪井係長より報告があった、評価が終

わった後のフォローアップを区がしてい

ただいて、そのフォローアップの結果、

ホウカツの方、もちろんホウカツ自身の

頑張りもあるとは思うのですけれども、

昨年度に比べて点数が少し上がっている

みたいな話があったと思います。 

 そこら辺の話というのは、こっちのほ

うの評価結果の中ですと、恐らく５ペー

ジの１１のところが「評価結果の講評」

という形で、区としてヒアリングを行っ

て、結果に基づいてアドバイスをしたと

いうこの部分に該当するか、その次の１

２、または８ページの見直しをやってい

るところの効果というところで、様々区

としても、やっただけではなくて、それ

がちゃんと上がるようにというフォロー

アップもしているということも含めて、

きちんとそれが点数としても上がってい

るみたいなこととか、そこら辺の話も、

今、報告があったところで少し気になる

方もいらっしゃるのじゃないかなと思う

のです。点数の判断だけじゃないですけ

れども、傾向としてはどうなのかなと。

解釈が間違っていたらすみません。 

○坪井係長 先生のおっしゃるとおり５

ページの１１の「評価結果の講評」につ

いて、実際、３月の上旬から中旬に全法

人担当とセンター長のヒアリングを行い

まして、その後、評価に応じて、６月ぐ

らいに出張研修ということで個別に研修

をしております。 

○大口部会長 すごく頑張られてやって

いらっしゃることでもあるので、ここに

明記することなのかどうかはあれなので

すけれども、どちらかの資料とかにそう

いう形のことで区としてもフォローアッ

プしていますみたいなことがあってもい

いのかなと思ったところです。次年度に

も続くようであれば。 

 ほかに皆様、もしお気づきの点とかが

あれば、一番最後に改めてお伺いするこ

ともできますので。 

 ひとまずはという形で、協議事項は今

１番が終わったのですが、これはまた後

ほど皆さんも目にすることがあるかなと



13 

 

いう気がしますが、２番も関連すること

として大事だと思うのですが、方針の案

です。こちらもご説明を事務局から頂け

るということでよろしいでしょうか。 

○坪井係長 それでは引き続き、別紙２

を御覧ください。こちらが来年度のホウ

カツ運営方針（案）でございまして、内

容は昨年度とほぼ変わりませんが、一

部、７月の運営協議部会で説明した内容

です。ページでいきますと９ページの８

の「認知症総合支援事業」に変更があり

ました。内容につきましては、センター

長会で説明済でございまして、特に影響

はないと考えております。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 皆様も、こちらの方針という形で、こ

れを基にしてホウカツも事業を組み立て

ているところもあるので、たくさんの事

業で、幅が多岐にわたるというところの

ものをＡ４、１枚ないし半分ぐらいでそ

れぞれの事業を説明しているものになり

ます。 

 皆様にも御覧いただいて、思うところ

とか、お気づきの点があればという形

で、いかがでしょうか。 

 結城委員、どうぞ。 

○結城委員 今、運営方針を配っていた

だきまして、各ホウカツ、センター長会

も同じような形で提示を頂いています。

毎年見直しなども行っていただいてい

て、非常に細かくというか、分かりやす

くなっていて、各センターで何をすべき

なのか、何をしなければいけないのかと

いうことが本当に明確に分かります。 

 あと、これにプラスでマニュアルも各

事業の中でつくっていただいていて、各

ホウカツは何をすべきなのかというのが

提示されているので、非常に分かりやす

いといいますか、やりやすいなという印

象を持っています。これについては、毎

年、変えていただきつつ、提示していた

だいているということで、すごく感謝申

し上げている次第です。 

 以上です。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 皆さんから何かありますでしょうか。 

 もし確認してもよろしければ事務局

に。方針をつくっていく上でのスケジュ

ール感というのはどんな感じで毎年動い

ていたりされているのでしょうか。 

○坪井係長 毎年、春から夏にかけて次

年度の事業内容の確認をしまして、必要

があればその期間で見直しをしておりま

す。 

 秋くらいまでに案をつくりまして、セ

ンター長会で示して、ご意見を頂いて修

正をするという流れでございます。 

○大口部会長 分かりました。ありがと

うございます。 

 私たちホウカツの運営協議部会という

立場からすると、年２回の会議ではある

わけですけれども、恐らくいろいろな意

見を聴取している時期に第１回があった

りする部分もあるので、今回、こうやっ

てぱっと見たというところで、こういう

ふうな方針があるかなというところはあ

るとは思うのですが、お気づきの点があ

れば、私たちもこの方針について案とい

うことを確認しながら進めていく部会で

もあったりするので、この場で言うか、

次の第１回のところですか、つながりが

ある会議という形で、少しお気づきの点

とか、この点はとかというご意見があれ

ば、そのときに何かのときにも教えてい

ただければ、次の方針に何かしらの形で

関わってくるというところもあるのかな
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と思います。 

 また何かお気づきの点があれば、最後

にまた取り上げていただければと思いま

す。 

 では、あと私たちの部会で確認または

チェックしていくような報告事項が幾つ

かありますので、多少気になるという話

もあったところもありますが、報告事項

に移っていきたいと思います。 

 （１）（２）（３）（４）というとこ

ろがありますが、（１）番の「移転、統

合、新設及び区域変更」の件。前回もち

ょっと話があったところですが、この件

と、千住本町自体の移転、これも先ほど

お話もあったと思いますが、今年度に関

わることだと思いますので、（１）と

（２）を連続して事務局からご説明いた

だけますでしょうか。 

○坪井係長 では引き続きご説明をいた

します。資料は協議・報告資料でござい

ます。ページは２ページを御覧くださ

い。 

 項番１「目的」でございます。大きく

分けて２つあります。１つ目は、ホウカ

ツの設置場所を順次、可能な限り、区有

施設へ移転をしてまいります。理由は、

来年度以降、プロポーザルで事業変更に

なりますとホウカツの設置場所が変わる

可能性があります。そのためにコロコロ

変わらないようにするためでございま

す。 

 ２つ目でございますが、ホウカツの区

域変更を行い、高齢者人口の平準化を図

ります。別紙３を御覧ください。資料の

中央に大きい文字で「多い」「少ない」

と書いてありますが、こちらは、区内２

５か所の１ホウカツあたりの高齢者数の

平均が６，８００人より多いか少ないか

を示しております。東部地区は「多い」

でございまして、千住地区は「少ない」

で書いてあります。 

 右下を御覧ください。こちらは、２０

２４年と１０年後の２０３４年の高齢者

数を示しております。千住地区でいきま

すと「日の出」と「千寿の郷」を東部地

区にございます「東和」と対比しますと

約４倍の差があります。１０年後はさら

に広がっていきます。 

 そのために千住地区のホウカツを一部

統合し、東部地区のホウカツを一部分割

します。 

 千住地区を御覧ください。そちらに現

在４か所あるホウカツを令和９年度以降

に区域変更を行いまして３か所にしま

す。千住地区の「千住本町」は、この後

４ページで説明をしますが、来月３月に

区有施設に移転をします。 

 続いて東部地区です。こちらは、現在

３か所あるホウカツを一部分割しまし

て、令和１０年度以降に区域変更を行

い、４か所にします。こちらは、区域変

更と同時期に、仮称でありますが、ホウ

カツ大谷田を新設しまして、こちらも区

有施設に移転をしていきます。 

 こちらの内容は、庁内各所管、各ホウ

カツの運営法人、全ホウカツセンター

長、町会、自治会について説明済みでご

ざいます。今回、庁内決定しないので急

遽決定しまして、部会への報告が遅れま

したので、大変失礼いたしました。 

 説明は以上でございます。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 運営協議部会はこういった設置に関す

ることの確認をしていくという役割があ

るので、概ね方向性として定まりつつあ

るものの話なのですが、皆様、気になる
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点、お気づきの点とかありましたらご発

言いただければと思います。いかがでし

ょうか。 

 これは、移動をすることによって、平

均に近い平準化という言葉を使われてい

ますけれども、ほかのセンターと大体同

じようなぐらいのならしができることで

もあるということですか。 

○坪井係長 そうですね。右下の高齢者

人口の２０３４年を御覧いただくと、近

い数値にはなってきます。 

○大口部会長 ホウカツの設置場所の部

分が、別紙３でまさにビックリマークで

書いてありますが、条件に見合う物件が

ないというところについても、過去にも

いろいろな話がある中での話ではありま

したが、ここら辺の区有施設への移転と

いう方向性については、今回、ここだけ

ではなく、ほかのホウカツもある程度見

据えながら、これから先の状況に応じて

みたいな形だったりするのですか。いか

がですか。 

○坪井係長 ホウカツの移転に関しまし

ては、中長期の計画になっておりまし

て、今のところ決まっているのが、江北

の移転と千住本町と新設されますホウカ

ツ大谷田、こちらが決定をしておりま

す。 

 あと、大谷田をつくるにあたって、東

部福祉課が一緒に移転をするので、今、

既存の東部福祉課の跡地にホウカツ東和

が移転する計画があります。 

○大口部会長 そういった動きがあると

ころ、また、今後、中長期的に見てここ

ら辺が無理そうだとなったときにホウカ

ツの移転の検討に入るということですか

ね。 

 ありがとうございます。 

○山下委員 医師会の山下です。 

 千住地区の話ですけれども、４地区が

３地区になると。千住西は余り変わらな

い、千住本町は蒼生会だから問題ないと

思うのですけれども、千寿の郷は健和会

だと思うのですけれども、３，６００人

から５，６００人に対象の人数が増える

と。それに対してこの法人は人員配置を

含めて問題ないということは十分確認の

上ということでよろしいのでしょうか。 

○坪井係長 ありがとうございます。 

 説明を事前にしまして、職員の配置人

数はプラス２で考えております。法人も

承諾しております。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 ほかに何か、事業体とか。 

 もう少し先ですよね。今、令和７年な

ので、２，３年後、徐々に徐々にという

形ではあるので、たしか今度、経過とか

そういうところを部会でも報告していた

だけるという形になりますか。 

○坪井係長 はい、そうです。今のとこ

ろ令和９年度以降になりますので、その

ときにまた報告はしますので。 

○大口部会長 地域の方とか、あとホウ

カツの法人さんとか、いろいろと人の体

制とか情報の入れ替わりとかいうところ

が、かなり時間をかけてやっていくこと

ではあるのですけれども、それらを円滑

に進めていけるような体制を整えていく

ことが重要と感じます。 

○山下委員 一言発言させていただきま

すけれども、在宅医療をやっている医療

機関にとっては、このホウカツというの

はとっても大切なのです。ホウカツが機

敏に動いてくれないと在宅でのいろいろ

な多職種の連携がうまく行かない場合も

よくあるのです。トラブルの解決にはな
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くてはならない組織なので、やはり人手

が足りなくて対応できないとか、そうい

うことがあると医療機関だけでなくて介

護事業者たちもみんな困るということに

なりますので、そこは間違いないように

やっていけたらと思っています。 

 以上です。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 では、またもしお気づきの点があれ

ば、これも後ほど、最後の確認の部分で

お話しください。 

 では、次の報告事項です。具体的な事

業に関わる報告事項であるのですが、

（３）番の、令和７年度から認知症検診

事業の話が出てくるということで、こち

らについてお願いします。 

○佃係長 高齢者地域包括ケア推進課認

知症施策推進係の佃と申します。私から

「令和７年度からの認知症検診事業

（案）」について報告させていただきま

す。 

 資料は協議資料の５ページと別紙の資

料の４番、Ａ３のカラーのものになりま

すが、そちらを使って説明させていただ

きます。 

 まず、認知症検診事業は令和４年度か

ら実施しておりまして、認知症に関する

正しい知識の普及・啓発や早期発見・対

応の促進を目的として実施しておりま

す。 

 令和７年度から開始する「あだち脳活

ラボ」で早期発見した方をより早く適切

な支援につなげられるよう、従来の認知

症検診に加えて、内容の一部を変更して

実施する予定でございます。 

 「あだち脳活ラボ」につきましては、

お手元のチラシを配付させていただいて

おりますので、そちらも参考にしていた

だければと思いますが、まずは別紙４で

スキームを説明させていただきます。 

 こちらのスキームについては、今年

度、足立区医師会の先生方と協議しなが

らこのような形でまとまってきておりま

す。本当にありがとうございます。 

 検診のフロー図、ポイントを説明させ

ていただきますが、今まで７０歳の方を

対象に実施してきておりましたが、来年

度からは介護予防チェックリストで一部

認知機能低下の疑いありの方々に「脳活

ラボ」によるＪ－ＭＣＩ、コグニトラッ

クスを勧めることで、ピンクで箱を囲っ

てありますが、こちらが先ほども言いま

した「あだち脳活ラボ」、４月からスタ

ートする事業で認知機能の低下の疑いが

ある方たち、そういう方たちも検診の対

象にしていくということで、今、準備を

しております。 

 来年度、５月１５日以降から検診をス

タートするということで、真ん中に「想

定受診者数８３０人」と出してある部分

なのですが、期間につきましては５月中

旬から２月末まで。今までは８月末まで

であったところを、通年度まではいかな

いのですけれども、長い期間検診を区内

の指定の医療機関様で受けていただく形

ということで予定しております。 

 対象になった方たちがどのように検診

を受けるかというところで、６５歳以上

の方と５０歳から６４歳の方たちを分け

て検診ご案内したほうがいいのではない

かと医師会の先生方からご助言を頂きま

して、このような年齢で分けて準備をし

ていこうとしております。 

 ５０歳から６４歳というところは、若

年性認知症という、若くして発症される

方たちということで、その後の支援であ
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ったり、社会生活へかなり影響するとい

うところもありますので、より精神科に

特化した医療機関の先生方のご協力が必

要なのではないかというところで、年齢

で分けるというスキームになりました。 

 検診を受けていただいた後、疑いあり

の方たちには一般診療にご紹介いただい

て、より詳しい検査や診察をしていただ

く。疑いがなかった方たちには、「あだ

ち脳活ラボ」などのコンテンツをご紹介

して、今後も健やかにお過ごしください

というメッセージがあったり、気になる

ことがあればホウカツのセンターやかか

りつけ医の先生方にご相談くださいとい

うフィードバックを考えております。 

 また、右側一番下の「あだちオレンジ

サポート」という四角の囲みなのですけ

れども、こちらは、今までは伴走型支援

ということで、訪問看護ステーションの

ご協力で、検診後、医療機関につながる

に当たって不安な方をサポートするとい

う目的で３年間やってまいりましたが、

なかなか訪問看護の支援がタイムリーに

提供できないといういろいろな課題がご

ざまして、こちらを来年度からは認知症

地域支援推進員の方々に担っていただく

という形で進めております。 

 認知症地域支援推進員という方たちは

ホウカツの職員の方たちなのですけれど

も、足立区を５ブロックに分けられて各

ブロックに１名ずつ推進員がおりますの

で、５人の推進員の方たちがブロックの

中で、ひとまず検診後支援をご希望され

る方は推進員が相談を受けて、速やかに

各管轄のホウカツの職員につなげていく

というスキームで準備しております。 

 ５ページに戻ります。 

 今、説明した内容をまとめた表が項番

１「変更内容」になります。 

 事業名のことが言い漏れてしまいまし

たが、今まで「頭の健康度測定」という

ネーミングでございましたが、来年度か

らは「あだちオレンジチェック」という

ネーミングに変更させていただく予定で

す。 

 対象につきましては、先ほどもお伝え

したとおり、７０歳以外の介護予防チェ

ックリストからの方、「あだち脳活ラ

ボ」からの方を含めていくということを

予定しています。 

 名前を変えた理由のところに戻らせて

いただきます。変更前の名称は印象が余

りよくないというご意見を頂いていた経

過がございまして、医師会の先生方とも

協議させていただいて、認知証支援のシ

ンボルカラーがオレンジの色で、オレン

ジのリングであったりロバのマークであ

ったりいろいろあるのですけれども、こ

のシンボルカラーを取り入れて「オレン

ジチェック」で、その前に「あだち」を

付けた名称に変更ということで、医師会

の先生方ともご相談させていただいてこ

のような事業名になりました。 

 検診方法ですけれども、今までは個別

と集団検診の組合せだったのですが、先

ほども申し上げましたとおり、個別検

診、５０歳から６４歳、若い方には若年

性認知症にも対応できる医療機関を案内

することです。 

 検査方法につきましては、集団検診で

「のうＫＮＯＷ」というエーザイさんの

コンテンツを今まで使っておりました

が、個別検診だけになりますので、長谷

川式または、ＭＭＳＥと略しています

が、ミニメンタル・ステート・イグザミ

ネーションということで、認知機能低下
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について特化した問診、検査方法になり

ます。 

 期間は、先ほどもお伝えしたとおり５

月中旬から２月末までです。 

 検診後支援につきましては、認知症地

域支援推進員の方々に担っていただくと

いうことと、名称につきましても、先ほ

どの「あだちオレンジチェック」と揃え

る形で「あだちオレンジサポート」とい

う名称に変更します。 

 また期間については、以前は６カ月と

いう期間で実施しておりましたが、３カ

月とちょっと短い印象を持たれる方もい

らっしゃると思うのですが、これについ

ては、より早く管轄のホウカツの職員の

方につなげるということで、３カ月を目

安に、より身近な担当のホウカツの方に

引継いでいくという流れを想定しており

ます。 

 検診医療機関の検診後の対応なのです

けれども、今までは、こちらの検診後の

対応というところのスキームがない状態

だったのですが、次年度からは検診医療

機関から「認知機能低下疑い有」の方を

一般診療に紹介し、その後、認知症と診

断された方の人数把握も今までできてお

りませんでしたので、今回、医師会の先

生方とご相談させていただきまして、件

数を報告していただくという形になりま

した。 

 ２番「今後の方針」です。変更した内

容を踏まえて、認知症検診事業の安定し

た運営を目指していきたいと思います。 

 新たな認知症検診事業について、効果

検証も併せて進めていきたいと考えてお

ります。 

 報告は以上になります。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 皆様、興味が多くあると思います。こ

の仕組みを見たところでも、ＩＣＴを活

用してというレベルに入っていた方が一

目で分かる状況になったと思いますが、

皆さんから、今お話を聞いていて、ほか

の部会でも議論されたりとか、医師会と

も連携されているものでもありますが、

ホウカツのオレンジサポートのところ

で、認知症地域支援推進員さんとして関

わっていくというところもあるかと思い

ますので、皆さん自身の気づきも含め

て、お気づきの点があれば、どうぞ。 

○鈴木委員 薬剤師会の鈴木です。 

 ２点ありまして、１点、ちょっと教え

ていただきたいのは、認知症地域支援推

進員というのはどのように選ばれるのか

というのと、あと「あだち脳活ラボ」は

これからですよね。どういうふうに広報

していくのか。これが必要な方々でＬＩ

ＮＥをホイホイ使える方というのは少な

いことが想定されるので、多分、我々も

ご協力することになると思うのですが、

どういったＰＲ方法を考えているのか。 

 この２点よろしくお願いします。 

○佃係長 ありがとうございます。佃か

らお答えいたします。 

まず最初の認知症地域支援推進員なの

ですけれども、各ブロックごとで協議を

してここのホウカツの職員を出すという

ルールを決めております。 

○河内係長 「あだち脳活ラボ」の周知

の仕方につきまして、こちらは介護予防

と書いてありまして、介護予防担当河内

から説明させていただきます。 

 基本的には通常の広報ですとかチラ

シ、ホームページの周知は当然やるので

すけれども、それ以外に、直近で言いま

すと、こちらの脳活ラボの仕組みの連携
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をご相談させていただいている筑波大学

の教授の先生がいらっしゃるのですけれ

ども、その方に、３月２０日にはなるの

ですが、講演会をお願いしております。

一般の参加の方は、募集も終わっており

まして、今のところ１５０名程度の申込

がありました。そちらの方々に、介護予

防、認知症予防と、あとは認知症の共生

社会の理解促進も含めた立体的な説明を

お願いするのですけれども、その中で、

終了した後に、「こちらよろしかったら

ご登録のご案内をします」という形でサ

ポート会を開催する予定です。 

またこれ以外にも、３月の末の末には

なるのですが、舎人公園で行われます

「千本桜まつり」、あちらで我々出展ブ

ースを設けまして、積極的にＰＲしてい

きたいと思います。そのほかには、地道

であるのですが、区内を営業で回らせて

いただきたいと思いますので、その際に

ご協力をお願いすることあるかと思うの

ですけれども、ぜひともよろしくお願い

いたします。 

○佃係長 認知症地域支援推進員の追加

の説明をさせていただいてよろしいでし

ょうか。 

 先ほど、５ブロックに分かれて、各ブ

ロックに１名ずつというお伝えしました

が、足立区を北部、千住、西部、中部、

東部と大体地理的な感じで５ブロックに

分けておりまして、千住ブロックでは日

の出ホウカツさん、中部は基幹ホウカツ

さんです。東部は中川です。あと北部は

保木間ホウカツさんです。西部は西新井

ホウカツというところで、地域のバラン

スはよく配置されている状況かなと現状

では考えています。 

 地域支援推進員の仕事としましては、

ホウカツ業務には携わらずに認知症に特

化した業務を行っていただくということ

でお願いしておりまして、区の認知症業

務を一緒にやったり、あとは各ホウカツ

での認知症の業務、例えば認知症サポー

ター養成講座や声かけ訓練やいろいろな

専門的な業務になりますので、各ホウカ

ツさんでいろいろ準備、運営するに当た

って悩まれる場面も多いので、自分のブ

ロック内のホウカツに、サポート、フォ

ロー、相談できる立場という役割も担っ

ていただいています。 

 以上になります。 

○鈴木委員 先ほどから、ホウカツさん

の仕事、大変、大変という話があったの

で、負担にならないようにしていただい

ているのであればよかったです。 

 ありがとうございます。 

○大口部会長 ほかにも皆さんのお気づ

きの点とかございますでしょうか。 

○山下委員 医師会の山下です。 

 認知症検診に関しては、３年間やって

きて、各医療機関、個別検診の医療機関

は大体分かってきたわけです。スムーズ

にいくと思います。 

 問題は、５０歳から６４歳の若年性認

知症と言われる方、これはかなり特殊で

すので、まず、若年性認知症を疑われた

場合に、本当に認知症なのか、あるいは

ほかの病気が隠れていないかというとこ

ろから始まりますので、多くの場合は専

門医療機関、あるいはいろいろな検査が

できる医療機関で診断されていくとなる

と思います。 

 それはいいのですが、ここもホウカツ

が介入しますよね。例えばＪ－ＭＣＩ、

コグニトラックスをやって、疑いありで

ホウカツへ。あるいは若年性を疑われた
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場合に、真ん中下ぐらいですけれども、

「気になることがあれば地域包括支援セ

ンターへの相談を勧める」。ただ、地域

包括支援センターは基本的には６５歳以

上を対象としているので、６４歳以下の

人に対する対応が、場合によるとフット

ワークが余りよくない可能性があるかな

と思うので、そこが危惧されます。６４

歳以下はほかへ行ってくださいと門前払

いをされてしまうと困るので、その辺は

ちゃんと周知をしておかないといけない

かなと感じます。 

 以上です。 

○佃係長 ありがとうございます。 

若年性認知症についてのご相談も包括

センターにお願いするということにはな

っているのですが、今、山下先生がおっ

しゃったとおり、かなり専門性も高く

て、困難なケースもあるということで、

実はこの若年性認知症の方への支援とい

うところでは、認知症地域支援推進員が

各ホウカツさんと連絡を取り合って、ケ

ースの支援をサポートしたり。あと、若

年性認知症の方と家族の会というのを区

と推進員で２カ月に１回やっているので

すけれども、そこの運営は認知症地域支

援推進員がしっかりやりまして、対象の

方がいらっしゃったときには、各ホウカ

ツの職員の方と情報共有をしたり、今、

ここで困っていて、こういう病院が探せ

なくてというような情報なども把握し

て、推進員が各ホウカツさんをサポート

するようにはしております。 

 以上です。 

○大口部会長 取りこぼしがないよう

に、対応ができるように、区民の方々が

幅広くできるようにということでござい

ます。 

 私からも１点。まず、多分見据えてい

るのじゃないかなと思っているのですけ

れども、福祉の森のシステムがホウカツ

にはあるかと思うのですけれども、そこ

と今回の検診の結果で、支援をどんな感

じでやっていくのかなということで、お

考えがあればお願いしたいと思います。 

○佃係長 ありがとうございます。 

 今回、あだちオレンジサポートで個別

支援を推進員が実施するということで、

対象の方については推進員が閲覧できる

ように権限を付与して、支援が終わった

後はもう対象の方の画面が見れなくなっ

て、きちっと担当のホウカツの方に支援

していただくということで、福祉の森の

使い方も今、整備しているところという

ことと、今回、推進員の業務に福祉の森

を使う業務ということで、推進員のいる

ホウカツさんには福祉の森を推進員の数

分配置するという準備をしています。 

○大口部会長 なるほど。そこを見据え

て連動させるということですね。ありが

とうございます。 

 次年度からということになると思いま

すので、私たちもホウカツに関係すると

いうところの中で、またホウカツの評価

とか状況を見ていく中で、関係機関の皆

様としても、周知・広報という形でいろ

いろな話が出てくると思います。 

 推進会議でも話し合われる内容だとは

思いますので、お気づきの点とか、あと

は私たち関係者側として、また区民とい

うか、民生委員とか皆さんの地域の方々

の目線から見て、もっと改善したいとか

よりよくしていくという発想とかも入れ

ながら認知症施策を進めていければと思

ったりはするので、どういうふうに進行

していくのかというところ、対象者の方
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も含めて確認をしていきたいと思いま

す。 

 ほかに皆さん、大丈夫ですか。 

 じゃ、最後の介護予防関係のことで

す。（４）番目の「はじめてのフレイル

予防教室開催方法」、この見直しが行わ

れるということで、お願いします。 

○河内係長 こちらにつきましては、

私、介護予防・生活支援係員の河内から

ご説明させていただきたいと思います。 

 資料につきましては、協議・報告資

料、ホッチキス留めの最後です。「はじ

めてのフレイル予防教室開催方法の見直

しについて」と、Ａ４横書きですかね、

ストライプで見出しが書いてあります

「地域包括支援センターへ参加支援を委

託している対応事業者」、この２点でご

説明させていただきたいと思います。 

 今回、「はじめてのフレイル予防教

室」と銘打っておりますが、具体的には

この教室自体の見直しではあるのですけ

れども、委員の先生方には普段、区がホ

ウカツにどのような参加支援の委託をし

ているかというのをご理解いただければ

ということで、別紙５のＡ４横のをご説

明をさせていただきたいと思います。 

 区では、介護予防事業ということで、

様々な、地域学習センターですとか住区

センター等を介した教室事業というのを

運営しております。その中で、参加いた

だく方々は、お申し込みしていただいた

り、広報を見て参加いただく方がほとん

どなのですけれども、介護予防を進めて

いく中で、そういったところに申し込め

る方は比較的元気なのですが、やはりそ

ういった方ではない、こういった事業に

参加できる機会を知ることがない方です

とか、中には体力が落ちている方、参加

につながりにくい方というのは地域にい

らっしゃると思うのです。 

 令和２年に、そういった方々を早期に

発見するために、包括支援センターで実

態把握調査を始めさせていただいたので

すけれども、その基になるものが、この

図で言いますと左側です。縦書きになり

ますが、要介護認定を受けていない６５

歳の区民の方に対しましては、お手紙の

封筒のイラストを付けております介護予

防チェックリストというので、３年に一

度届くものにはなるのですが、健康状態

のアンケート調査をしております。その

調査を基に、介護のリスクの高い方、も

しくは元気に活動できる方というのをあ

る程度判定させていただいているのです

けれども、介護のリスクが高いと判定さ

れた方に対しては、様々な地域事業に参

加されていない方もいらっしゃいますの

で、こちらに対してはホウカツの皆様に

実態把握を頂く中で、この「はじめての

フレイル予防教室」という教室をご案内

いただいております。 

 右側に様々な教室事業を並べているの

ですけれども、上の「はじめてのフレイ

ル予防教室」というのは、今回、この介

護認定のリスクが高い方向けの教室とい

うことになっております。 

 下に、そのほか包括支援センターに

は、みんなで元気アップ教室ですとか、

元気アップサポーター養成研修という事

業に関してもご案内のご協力をお願いし

ております。この下２つに関しまして

は、地域で活動するグループづくりにつ

ながるような積極的な方を探してきてい

ただくという形でお願いしております

が、今回、「はじめてのフレイル予防教

室」につきましては、比較的体力が弱っ
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ている方というようにご認識いただけれ

ばと思います。 

 このままこの図の内容を説明します

と、「はじめてのフレイル予防教室」に

つきましては、フレイル予防に必要な運

動・栄養・口腔等の基本的な内容を知っ

ていただいて、下に１クール１２回とあ

りますが、毎週１回を１２回つながるよ

うな形で会場を押さえて実施しておりま

す。 

 そちらの初回と最終回には体力測定を

行って、実際に効果を測るという形で運

営しているものでございます。 

 最後、教室終了後には、終わった後２

カ月ぐらい経ったときに、ホウカツの職

員の方には、実際に学んだことが継続で

きるかというのを測っていただくために

フォロー支援をお願いしているものでご

ざいます。 

 協議事項の資料にお戻りいただきます

と、こちら項番１にあります「はじめて

のフレイル予防教室の概要」というのが

先ほどご説明させていただいたものでご

ざいます。 

 ２番「課題」に進めさせていただきま

すが、昨今、夏場、猛暑ですとか台風の

時期にちょうどこの教室が重なる部分が

ございます。対象となる方が介護認定の

リスクが高いような方を誘っていただい

ているので、そういう方が安全に参加い

ただいたり、実際にホウカツの職員の方

も地域を回っていただく中で、猛暑で体

調を悪くされてしまったらいけないと思

います。そういった部分が課題というこ

とで、以前から言われておりました。 

 その問題点を考え直すに当たって、全

１２回というものは１つ課題であるのか

なと考えております。 

 見づらくて申し訳ないのですが、次の

ページの「見直し内容」のところの下に

スケジュールのような図があるのですけ

れども、現在、全１２回の教室を上半期

と下半期と年２期に分けて設置しており

ます。前半１２回の最後と後半１２回の

最初というのがちょうど８月・９月と暑

い時期に重なってしまうので、この行程

を今回、縮小というか、削減できないか

なということで検討させていただきまし

た。 

 内容の圧縮ですとか、そういったとこ

ろが問題ないかというのは、実際に、こ

の事業は委託事業でやっているのですけ

れども、介護運動指導員と委託事業者の

専門家の方に聞きながら、回数が少なく

ても実施内容の質が担保できるというの

を聞きながら、確認したところ、全１０

回程度であれば大丈夫ではないかという

ことで、今回、１クールの開催回数を全

１２回から全１０回ということで見直さ

せていただきたいと思います。 

 また、実際、ホウカツの方々に参加支

援いただいているので、何件か質問に回

ったところなのですけれども、やはり３

カ月、４カ月になると、今までの開催方

法ですと、途中で体調を崩されてしまっ

た方はしかたないですが、ちょっと気持

ちが乗らない方が中にはいらっしゃる。

なので、短期間で集中して一気にやって

いただくことのほうがいい場合もあるの

ではないかというご意見もありましたの

で、そういった意味で、回数は１０回に

なるのですけれども、今現在の開催が１

回の教室７５分で実施させていただいて

いるのですけれども、質の担保も含めて

９０分に少し延長させていただければと

思います。そうしますと、１２回が１０
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回になりましても、トータルの時間数は

９００分ということで、変わりなく実施

できますので、その点は、参加者の方に

理解していただくような周知のご案内も

ホウカツの皆様には説明していきたいと

思っております。 

 項番５にありますとおり、「今後の方

針」としましては、地域包括支援センタ

ーの皆様にこの変更内容をしっかりご理

解いただけるように周知をしていくこと

と、また、見直したことによって参加者

の方の教室に参加した効果ですとか、回

数が少ないことで参加率が上がったり、

そういったところの影響がどのようにな

るのかというのを把握して、次期の参考

にしていきたいと思っております。 

 それでは、私からの説明は以上となり

ます。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 ただいま説明があったフレイル予防教

室の改善点や見直しのところですね。具

体的なところも最後にありました。皆さ

んから、ここはちょっと確認しておきた

いと思うところ、お気づきの点がありま

したらお願いいたします。いかがです

か。 

○鈴木委員 歯科医師会の鈴木です。 

 見直しの内容なのですけれども、多分

良いのではないかと思います。というの

は、８・９月、お盆、このグラフです

と、９月の下旬といったらシルバーウィ

ークとかあると思いますし、カレンダー

の行事的にも楽になると思いますし、継

続は力なりということで、負担がかかっ

てしまうと、受けるほうももちろん負担

ですし、事業者さんもリスクの高い時期

に大変だと思うので、回数は減らしてで

も、あちらはプロだと思うので、質の担

保はできると思うので、継続するという

意味では、無駄にいっぱいやる、回数が

大事とは思わないので、この見直し内容

ですごく賛成です。 

 以上です。 

○大口部会長 ありがとうございます。 

 ほかに何か、お気づきの点あります

か。 

○山下委員 医師会の山下です。 

 実は、私の法人でも２０２０年から介

護予防体操教室、それをずっとやってお

ります。コロナ禍を通じてずっと開催し

ていたのですけれども、介護予防を受け

ていない６５歳以上を対象にして、１チ

ーム１５名かな。これは６０分、週２回

を１０週でワークするという形でやって

いて、おかげさまで大変人気があって、

１回参加したら次は遠慮してもらうとい

う形で参加者を募ってやっております。 

 私からの質問なのですけれども、この

フレイル予防を、委託事業だとおっしゃ

いましたけれども、実際に指導している

方たちはどういった資格の方たちがやっ

ているのか。それと内容に関しては、実

際に運動とか、そういうのが中心になっ

ているのか。あるいは、座学というか講

義みたいな、レクチャーみたいなものも

一緒にやっているのかという具体的な内

容が１つ。 

 あと、夏バテどうのこうのという話が

ありましたけれども、実際に夏場で具合

が悪くなったとか、あるいは夏場で人が

集まらなかったとか、そういった事例と

か、トラブルというか、できない理由は

実際に起こったのかということがもう一

つ。 

 さらに言えば、９０分掛ける１０回、

これは介護予防マニュアルで推奨されて
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いるような内容なのかということ。 

 ３つの質問は、この別紙５のもの、色

塗りしてあるところで、内容のところで

す。初回、最終回の体力測定により効果

を図るというのは、誤植で、恐らく測定

の「測」だと思いますけれども、実際に

効果が今まで見られているのか。 

 この３点をお聞きしたい。よろしくお

願いします。 

○河内係長 ありがとうございます。介

護予防担当河内でございます。 

 まず実施いただく人員なのですけれど

も、委託の仕様書の中で、高齢者向けの

介護予防の運動指導の経験がある方は必

ずまず第一に書かせていただいていま

す。 

 また、危険があったときに対処できる

ように看護師等の配置もしておりまし

て、そういった安全面での対応はしてい

ただいていると思います。 

 また、内容なのですけれども、こちら

の資料にあります運動というのは、椅子

に座った座位の形で、余り負荷が強くな

いレベルから始めさせていただくような

内容でやっていただいています。また、

栄養・口腔に関しましても、実際にそう

いったテキストを使ったもので、そちら

に関しては座学。また、お口の周りに関

しては、体操というのですか、お口の健

康の体操を使った内容を実施していただ

いているかと思います。 

 夏場に関しての実際の参加率の低減と

いうのが、上半期と下半期、実際にやっ

ていて比べますと、下半期のほうが人数

が少なく、参加率が落ちているという実

績がございます。 

 こちらは、どうしても参加支援という

のが、勧誘いただくのが申込みと受付、

あとは実際、定員を超えるお申込みがあ

った場合に、ある程度、体力低下が大き

く出ている方をなるべく優先していける

ようにしておりますので、申込受付を少

し早めに設定させていただきます。そう

しますと、後期、下半期の開催の申込受

付がちょうど夏場にホウカツの方が回ら

れたりですとか、申込受付していただく

ので、そのときにいろいろ聞いているお

声ですと、参加の勧誘すると「この暑い

中、行かなきゃいけないの」と参加の方

に言われたりするのです。「実際はもう

少し後に教室始まりますので」と言って

はいただくのですけれども、どうしても

その認識になりにくいというお話は伺っ

ております。 

 また、体力測定の最初と最後の効果に

つきましては、概ね、皆様、数値として

は運動の効果が上がっているという結果

が出ているようですので、途中で休まれ

たりとか、そういう方に関しては、どこ

まで全体的に上がっているかというのは

精査ができていない部分はありますけれ

ども、基本的には全て皆様の、矢印が後

ろにいただいているのですけれども、皆

様、効果が上がって報告いただいている

ところではございます。 

 ９０分ですね。そちらについて、介護

予防マニュアルの中での確認はまだでき

ていないのですが、かつてコロナ禍にな

る前の足立区で行った、はじめての別名

の介護予防事業がありましたけれども、

そちらは９０分で実施していた時代があ

りまして、その時代に戻るような形には

なるのですが、地域の高齢者の方には認

識がある時間数になった、そういった形

で設定しております。 

 私からはこの程度の内容で、以上とな
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ります。 

○山下委員 ありがとうございます。 

○大口部会長 ほかにいかがでしょう

か。 

 実際にホウカツの方も自宅訪問という

形で間接的に関わりつつ紹介していくと

いう流れだったり、そういう部分もあっ

たりするので、今回のこの変更に伴っ

て、参加される方に、どんな様子だった

か、変わってよかったかみたいなことは

確認していって、次年度またそのままで

いいかどうか話をしていこうと、こんな

感じのイメージですか。分かりました。

ありがとうございます。 

 では、よろしければ、一応、これで全

ての協議事項、評価と方向性の話、そし

て今までの（１）から（４）の報告事項

の全てを議題として上げていくことがで

きたかなと思っております。資料も全て

使いました。 

 では、全体として皆様のほうで確認を

しておきたいことや、先ほど発言ができ

なかったけれどもということがあれば、

ご意見でも構わないので、もし何かあれ

ば。いかがでしょうか。 

 私からは、今までの事業の中で第１回

に向けてという言葉をあえて発言させて

いただきましたが、今日の資料は今日の

資料としてもちろんありますが、また推

進会議の資料でも更新されたものも出て

くると思いますが、次年度の第１回に使

える資料としますので、また前回の第１

回と同じような形で、この第２回から次

年度の第１回会議におきましても、地域

包括支援センターというホウカツの皆さ

んの動きとか、状況とか、今ある方向性

とかそういうことも含めて、それぞれ委

員のお立場からお取りいただきながら、

この場でいろいろな発言とかご提案を頂

ければなと思っております。 

 私からは以上で、皆さんも大丈夫であ

れば、議題として全て終了になるかと思

いますので、事務局へマイクをお返しし

たいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○畠山 大口部会長、ありがとうござい

ました。委員の皆様におかれましても、

活発なご意見、ご質問を頂きましてあり

がとうございます。 

 傍聴者の方に先にご案内させていただ

きます。以上で本日の会議は終了となり

ますが、初めに傍聴者の方からご退席を

お願いいたします。 

 傍聴証と資料につきましては、返却し

ていただきますので、席に置いたままで

ご退席お願いいたします。 

 委員の皆様は、今しばらくお待ちくだ

さい。 

 ここで事務連絡となりますが、次回と

なる令和７年度第１回運営協議部会につ

きまして、今年７月下旬頃の予定として

おります。日程が決まりましたら文書に

てご案内申し上げますので、よろしくお

願いいたします。 

 それでは、以上をもちまして令和６年

度第２回足立区地域包括ケアシステム推

進会議地域包括支援センター運営協議部

会を終了いたします。 

 本日はありがとうございました。 


